
▲基幹的農業従事者数の推移

問
　本
市
の
過
去
10
年
間
の

農
業
従
事
者
の
推
移
は
。

答
　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
基

幹
的
農
業
従
事
者
数
は
、平

成
22
年
は
2
7
4
6
人
、令

和
2
年
は
1
4
6
3
人
と
減

少
傾
向
に
あ
る
。

問
　本
市
の
農
業
従
事
者
の

年
代
別
割
合
は
。

答
　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
基

幹
的
農
業
従
事
者
数
の
年
代

別
の
割
合
は
直
近
の
令
和
2

年
の
デ
ー
タ
で
は
、

15
歳
か
ら
29
歳
が
0・82
％
、

30
歳
か
ら
39
歳
が
3・28
％
、

40
歳
か
ら
49
歳
が
9・09
％
、

50
歳
か
ら
59
歳
が
12・58
％
、

60
歳
か
ら
69
歳
が
26・72
％
、

70
歳
か
ら
79
歳
が
31・03
％
、

80
歳
以
上
が
16・48
％
。

問
　新
し
く
農
業
を
行
い
た

い
と
思
う
方
へ
の
助
成
や
補

助
は
。

答
　
市
単
独
補
助
と
し
て
、

新
規
就
農
し
国
の
経
営
開
始

資
金
の
補
助
金
を
受
け
る
方

に
対
し
、新
規
就
農
お
祝
い

金
と
し
て
1
0
0
万
円
を
交

付
す
る
。ま
た
、愛
知
県
、あ

い
ち
海
部
農
業
協
同
組
合
と

本
市
で
就
農
相
談
を
実
施
し

て
お
り
、就
農
準
備
や
経
営

サ
ポ
ー
ト
体
制
も
と
っ
て
い

る
。

問
　農
業
に
関
す
る
本
市
の

取
り
組
み
は
。

答
　
農
業
に
従
事
し
て
い
る

人
に
対
し
て
、カ
メ
ム
シ
防

除
対
策
事
業
補
助
金
や
産

地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
費
補

助
金
を
交
付
。小
学
生
に
対

し
て
は
、出
前
講
座
で
食
農

教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　若
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
対
応
策
と
し
て
、市

内
の
高
校
の
生
徒
や
小
中
学

生
な
ど
に「
ど
う
し
た
ら
農

業
が
や
り
た
く
な
る
か
」な

ど
を
調
査
し
て
は
。

答
　
市
内
の
農
業
を
学
ぶ
高

校
生
だ
け
で
な
く
、農
業
に

対
す
る
若
者
の
率
直
な
意
見

を
聞
く
こ
と
は
、新
規
就
農

の
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、対
応
策
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問

　市
と
し
て
農
業
体
験

マ
ッ
チ
ン
グ
制
度
の
導
入
の

考
え
は
。

答
　
耕
作
放
棄
地
問
題
の
解

消
の
手
段
と
し
て
、効
果
的

な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

先
進
地
へ
の
聞
き
取
り
等
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、情
報
収

集
な
ど
研
究
を
進
め
て
い
き

た
い
。

一般質問～市政を問う～

新しく農業を行う方への
助成や補助は

新規就農お祝金100万円を交付

角田　龍仁議員

産業建設部長

市政を問う

●定例会第２日目および第３日目に、１４人の議員が一般質問しました。発言順に掲載します。  

3月7日

１4議員が一般質問
議員が市の行財政全般にわたり、方針や執行
状況、所信などを質問することをいいます。
持ち時間は、議員１人あたり40分です。

一般質問とは…

竹村　仁司 議員（P16）
◆全世代型社会保障の意義とは

馬渕　紀明 議員（P17）
◆将来に備えた新たな財源確保の考えは

𠮷川 三津子 議員（P18）
◆義務教育の必要経費、PTAが穴埋めか
◆地域包括支援センターの充実を

髙松　幸雄 議員（P19）
◆中学生体験学習事業の保護者負担額は

佐藤　旭浩 議員（P20）
◆オーガニック給食と地産地消の展開は
◆学校給食の黙食について

河合　克平 議員（P21）
◆佐屋駅東の取得した土地の活用を
◆帯状疱疹ワクチン助成の実施を

佐藤　信男 議員（P22）
◆佐屋駅線路東に駅舎東改札口を設けるか
◆大規模自然災害について

角田　龍仁 議員（P9）
◆新しく農業を行う方への助成や補助は

近藤　武 議員（P10）
◆道の駅周辺事業に対する 思いは
◆市街化へ向け県との協議は

中村　文武 議員（P11）
◆特別教室などへのエアコン設置は
◆工業団地企業との協定の進捗は

原　裕司 議員（P12）
◆費用面や地域の格差 課題解決の考えは

石崎　誠子 議員（P13）
◆地域の課題解決に向けたサポートは
◆個別避難計画作成の進め方は

真野　和久 議員（P14）
◆地域に分断をうむ学校統廃合一旦白紙に
◆給食費、水道基本料金の免除継続を

山田 門左エ門 議員（P15）
◆立田と八開地区の検討協議会の結果は
◆消防施設の老朽化対策は

3月8日
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